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 CC10 は鼻粘膜を含む気道上皮細胞から炎症性刺激によって産生され，
アレルギー性鼻炎や気管支喘息等の気道炎症性疾患の発症や増悪化に重
要な役割を果たしていることが知られている分子量 10-kDa のタンパク質
である．上述したアレルギー性疾患の治療には第 3 世代ヒスタミン H1 受
容体拮抗薬であるレボセチリジン（LCT），デスロラタジン（DLT）が多用
され，優れた治療効果が報告されているものの，CC10 産生におよぼすこ
れら薬剤の効果については十分に検討されていない．そこで今回，上記薬
剤の CC10 産生に及ぼす効果をヒト鼻茸由来上皮細胞を用いて，細胞培養
実験によって検討するとともに，スギ花粉症患者に 5mg の LCTを 4週間経
口投与し，鼻汁中の CC10 濃度に及ぼす薬剤の効果ならびに臨床症状の発
現におよぼす作用をも調べた． 
 鼻茸由来上皮細胞 5 x106個を各種濃度の薬剤存在下，20 ng/mlの TNF-  
で 24 時間刺激し，培養上清中の CC10 濃度を ELISA 法によって測定した．
また， CC10の mRNA 発現およびその翻訳に対する薬剤の影響を RT-PCRと
コムギ胚芽無細胞タンパク質合成法を用いて調べた． 
細胞培養系に LCTならびに DLTを添加したところ，TNF- 刺激によって
誘導される上皮細胞からの CC10 産生が増加し，統計学的に有意な産生増
加をもたらす薬剤の最小濃度はそれぞれ 0.05 μM と 0.01μM であった．
また，これら薬剤は，TNF- 刺激によって誘導される CC10ｍRNAの発現を
有意に抑制したものの，CC10 mRNA の翻訳を増強することによって当該タ
ンパク質の産生を増加させた． 
次に，LCTを 4週間投与した花粉症患者から鼻汁を採取し，鼻汁中の CC10
濃度を ELISA法によって調べるとともに，臨床症状の変動を観察した．そ
の結果，薬剤投与により，鼻汁中の CC10 濃度が薬剤投与前のそれと比較
し，統計学的に有意に増加した．また，鼻づまり，くしゃみ，鼻汁分泌過
多等の臨床症状も薬剤投与により有意に改善した． 
CC10 は炎症反応発現に重要な役割を果たしているプロスタグランジン
２の活性化抑制作用を有すること，さらには好酸球等の炎症性細胞の遊走
阻止作用があることが報告されている．また，CC10 はアレルギー反応発
現に必須な Th2 T 細胞の増殖や分化を抑制することも知られている．した
がって，ここに示した結果は第 3 世代ヒスタミン H1 受容体拮抗薬，中で
もとりわけ LCT が炎症性刺激による鼻粘膜上皮細胞からの CC10 産生を増
強し，炎症反応の発現や炎症性細胞の遊走を抑制することによってアレル
ギー性疾患の治療に寄与している可能性があることを示唆している． 
 
 
